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は し が き

本県におけるノリの採苗は､野外人工採苗を主体として進められて来たが､採苗管理について残■され

た問題がある｡このため本年度は､ノリ網の張込層につV'て比較試験を行をった.

また冷蔵網については､本県における気象華況からみて､天日乾廉は困難であるので､室内乾燥につ

いて試験を実施した.

試 験 場 所

1.張込層試験

2.冷蔵網試験

むつ市大湊地先

野辺地町馬門地先

平内町浜子地先

むつ市大湊地先

試 験 方 法

1.張込層試験

試験絹は､5間約5枚重ねとし野外人工採苗によ93柵づつ､ 50C耽層に張込み､ 1潮後に50C肘

40clrL層と50C/nー60川層にそれぞれ 1柵づつ網をJ=下操作し､残る1柵は50C77L層のせせとし

た｡

第●1回は､ 9月6日～11日に､大湊､馬門､浜子に各々3柵づつ､第2回は､ 9月20日～26日

に､上記3ヶ所に張込んだ.張込後1潮毎に11月下旬まで絹糸を採取し観察した0

2.冷蔵網試験

大湊地先で採苗したノリ綿 (菜長～2-4cln)4反を使用し､11月24日に水切b後脱水機によ

b5分間脱水し､その後送風刀口熱 (14.5-20.2℃)による室内乾燥を行なったo乾燥時間は､2

時間30分と4時間とし､乾燥後､ポリ袋に入れ密封してダンボ-ル箱に収容､冷蔵保管 (-23℃)

した｡仲出しは､大湊地先に12月16日､ 1月5日､2月7日､3月5日の4回行ない､その後の

芽落ち､生長等について観察した○

試 験 結 果

1.張込層試験

比較試験の結果 か ら大 湊､野辺地地先では､やや同じ傾向が見られ､ 50C〝層 をhLやや高目の
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採苗管理が良,く､浜子 地 先 では50cnLをhLやや低目の管理が芽附き生長とも良いが､病害の発生

などをみると､更に管理の検討が必要である.張込層については､本県では､ 50m層が基準 と在っ

ており､今回の試験で も50cm層が一応良い結果が出ているが､各地先別にみるとわずかではあるが

差がみられる.採苗時の管理を考えると､ ノリ芽の附着 し易い層が適切であるが､ノリ芽が大きくそ

る程､病害や附着物を考慮に入れた張込層での管理が必要と思われる.

2.冷蔵網試験

ノリ約5分間脱水後の重量は､ 1枚当92.5-28.Kgとなb約 12蕗減であった.室内乾燥では､

2時間30分後で1.2-1.3Kグとなb､脱水後の48-49虜､4時間後で43-44%の重量とな

った｡押出し後の芽落ち､生長状況については､第1表のとおDで12月 16日に押出ししたものは

生長が良かったが､1月､2月に押出しした もの ではノリの脱落がやや多く､生長不良であった.

この原因 につ いて来押出し時の水温が40.℃前後と低いこと､室内乾燥におけるノ1)の活力低下等

が考えられ､今後更に検討する必要がある｡

第 1表 冷蔵網押出し生長状況

押出し月日 試 験 網 乾 燥 時 間 押出し水 温 押 出 し 後 の 経 過 準 果押 出 し 時 生

長 状 況 摘 採昭和43年12月16日 Hal(1/2顔)NA3 // I2時間30分4時間 10℃ 赤変葉体､なしI/ 20庵 1月5日葉長 6-8ぐ机1月5日葉長 7-10cm 1月14日

80枚I,lヵ枚 良良昭和44年1月5日 Na1 クNa3 /y 2時間 30分4時間 4℃ ･' 50%I, 20% 1日後赤変回復5日後葉長 1-2(7n(鳥

類による食害あb) 摘採せず やや良〟昭和 44年2月 7日 Na2 //仙4 ク 2時間30分2時間 5.8℃ /' 50%I, 20% 5日後も

回復せず5日後に赤変回倭 摘採せずI -不 良やや良

(誌 Na2の網は､

1部乾燥不足のため､出席時湿気がみられ私 l)養殖状況につ

いて昭和 43生産に

おける本県の養殖状況は第2表のとおDであるo第2表 ノ リ養 殖 状況

漁 協 名 業 者 数 県外種苗 県内種苗 生産約数 生産数量 生産金額/卜 湊 名155 6,5亀 反.4,088 1,5痛
晶賢 千円ll,241野 辺 地 14 0 2,500 1,200 815

12,858む つ 6 0 400 500 150 262

そ の 他 20 1Ⅶ 50 100

50 60合 計 175 6,482 6,85



ため主要漁場である小湊の生産が低く､不作生 (165万枚)と覆った.この原因として小湊地区にお

ける移殖網(県外種苗)が多く入D､密殖傾向のところに､ 11月の静穏を気候と高水温が重をD､赤

('されの蔓延を起 したことが考えられる｡｢また病害対策としての冷蔵網 につ い ては野辺地､小湊地

区で約 500反が冷蔵されたが､種苗の活力､乾燥等に問題 が あ 姓 産に結びついたものは少なか

ったものと思われる｡
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